
こ
の
連
載
に
限
ら
ず
、
私
は「
お
仏

壇
に
は
魂
が
必
要
」で
あ
る
よ
う
に
、「
分

析
に
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
必
要
」と
訴
え

て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
他
人
に
伝
え
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
補
足
・
補
強
を
施
す
こ
と
が
分
析

の
本
質
で
あ
り
、
そ
の
流
れ
に
則
っ
て

個
人
の
ス
キ
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
分
析

を
続
け
る
た
め
の
効
果
的
・
効
率
的
な

手
法
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
き
た
つ
も

り
で
す
。

最
終
回
で
は
原
点
に
戻
っ
て
、
私
が

考
え
る「
分
析
の
本
質
」に
つ
い
て
、
言

及
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■	

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
連
想
」

さ
よ
な
ら
三
角
ま
た
き
て
四
角

四
角
は
豆
腐
、
豆
腐
は
白
い
、

白
い
は
ウ
サ
ギ
、
ウ
サ
ギ
は
跳
ね
る
、

跳
ね
る
は
カ
エ
ル
、
カ
エ
ル
は
青
い
、

青
い
は
オ
バ
ケ
、
オ
バ
ケ
は
消
え
る
、

消
え
る
は
電
気
、
電
気
は
光
る
、

光
る
は
オ
ヤ
ジ
の
ハ
ゲ
頭

こ
の
よ
う
な
言
葉
遊
び
を
子
ど
も
の

頃
に
し
て
い
ま
し
た
。
実
は
こ
こ
に
、

人
間
の
思
考
の
本
質
が
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
連
想
」（
情

報
の
接
続
）で
す
。
皆
さ
ん
が
他
人
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
本
質
と

は
、
自
分
の
思
考
を
相
手
に
エ
ク

ス
ポ
ー
ト
す
る（
移
植
す
る
）と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
事
実
だ
け

を
提
示
す
る
の
で
は
な
く
、「
な

ぜ
そ
こ
に
至
る
の
か
」の
思
考
プ

ロ
セ
ス
ま
で
伝
わ
っ
て
こ
そ
、
相

手
に
と
っ
て「
腹
に
落
ち
る
」説
明

に
な
り
ま
す
。

「
四
角
は
豆
腐
だ
か
ら
、
光
る
は

オ
ヤ
ジ
の
ハ
ゲ
頭
！
」と
い
う
結

論
提
示
だ
け
に
終
わ
ら
ず
、
口
頭

で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
時
間

ト
を
用
い
た
分
析
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
調
査
・
分
析
で
一
貫
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
の
は
、
給
食
の
評
価
を
上

げ
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
と
そ

の
実
証
で
す
。ど
の
病
院
で
も
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
の
給
食
調
査
は
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
個
人
の
嗜
好
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
く
、
具
体
的
な
改
善
立
案
へ
の
活

用
や
、
他
人
に
納
得
さ
せ
る
形
へ
の
落

と
し
込
み
が
、
な
か
な
か
で
き
な
い
よ

う
で
す
。

シ
ン
プ
ル
に
見
え
る
調
査
シ
ー
ト

（
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
、図
１
）で
も
、

実
は
分
析
・
実
証
工
程
を
意
識
し
て
い

く
つ
か
の
工
夫
は
施
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
年
齢
・
性
別
・
質
問
項
目
の

相
関
性
を
見
て
い
き
ま
す
。
最
初
に
述

べ
た
読
み
手
の
思
考
回
路
に
沿
っ
た
コ

メ
ン
ト
も
付
記
し
ま
し
た
。

ピ
ボ
ッ
ト
集
計
項
目
の
選
択
を
変
え

る
だ
け
で
、
図
２
、
図
３
、
表
１
ま
で

ド
リ
ル
ダ
ウ
ン
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま

で
の
結
果
分
析
か
ら
、
現
場
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
う
と
、
ご
飯
の「
小
盛
り
」

設
定
も
可
能
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
こ
で
、
病
棟
の
看
護
助
手
の
協

力
も
仰
ぎ
、「
小
盛
り
選
択
可
能
」に

つ
い
て
の
周
知
徹
底
が
解
決
策
と
し
て

浮
上
し
ま
し
た
。

「
分
量
が
多
い
」と
い
う
結
論
に
と
ど

め
ず
、
そ
こ
か
ら
の「
連
想
」で
要
因

ま
で
掘
り
下
げ
る
こ
と
で
、
読
み
手
の

納
得
感
は
変
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。

を
得
た
の
で
あ
れ
ば
、
四
角
い
豆
腐
か

ら
オ
ヤ
ジ
の
ハ
ゲ
頭
に
至
っ
た「
経
緯
」

を
聴
衆（
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
）の
思
考

ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

タ
ー
が
リ
ー
ド
し
て
い
く
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

■	

ピ
ボ
ッ
ト
と
は
何
ぞ
や

次
に
、
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
・
情
報
伝
達

の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
て
、
経
営
企
画

が
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
分
析
を
ど
う
展
開
し
て

い
く
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ｅｘｃｅ
ｌ
ス
キ
ル
の
御
三
家
と
し
て
、

私
は
、「
ピ
ボ
ッ
ト
」「
Ｖ
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

Ｐ
関
数
」「
Ｉ
Ｆ
関
数
」を
挙
げ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
使
い
こ
な
せ
る
方
が
病
院
関

係
者
で
も
随
分
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
も
含
め
て
我

流
の
場
合
が
多
く
、
自
分
で
は
使
え
る

つ
も
り
で
い
て
も
意
外
な
知
識
の
穴
が

見
ら
れ
た
り
す
る
の
が
難
し
い
と
こ
ろ

で
す
。

た
と
え
ば
、「
ピ
ボ
ッ
ト
と
は
何
ぞ
や
」

と
根
本
的
な
質
問
を
さ
れ
る
と
、
回
答

に
窮
す
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
は
、「
ク
ロ
ス
集
計
ツ
ー
ル
」

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
Ａ
と
い
う
条
件

で
の
集
計
と
Ｂ
と
い
う
条
件
で
の
集
計

を
瞬
時
に
相
互
集
計
し
、
お
互
い
の
相

互
関
係
を
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
ピ
ボ
ッ

ト
の
素
晴
ら
し
さ
で
、「
伝
え
た
い
事
象
」

の
要
因
を
深
掘
り（
ド
リ
ル
ダ
ウ
ン
）し

て
探
し
あ
て
る
の
に
適
し
て
い
ま
す
。

■	

給
食
調
査
と
ド
リ
ル
ダ
ウ
ン

給
食
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
、ピ
ボ
ッ
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図3　給食の分量に関する評価②（性別）

図1　給食調査シート（アンケートフォーム）

表1　給食の分量に関する評価③（性別・年代別）
性別 年代 ちょうど 多すぎ やや多い やや少ない 少なすぎ

男性

20歳 0％ 0％ 0％ 100％ 0％
30歳 50％ 0％ 0％ 25％ 25％
40歳 43％ 14％ 29％ 0％ 14％
50歳 25％ 0％ 25％ 0％ 50％
60歳 62％ 5％ 20％ 5％ 10％
70歳 60％ 5％ 20％ 5％ 10％
80歳〜 70％ 10％ 20％ 0％ 0％

女性

30歳 67％ 0％ 33％ 0％ 0％
40歳 60％ 0％ 40％ 0％ 0％
50歳 25％ 0％ 50％ 0％ 25％
60歳 50％ 0％ 50％ 0％ 0％
70歳 50％ 6％ 44％ 0％ 0％
80歳〜 33％ 11％ 56％ 0％ 0％

表2　給食の分量に関するフリーコメント
年代 性別 分量についてのコメント
70歳 男性 分量が少ないのは、おかずだけが少ない。

80歳〜 女性 分量について、おかずはちょうどよいが、主食は半
分がいい。

50歳 女性
分量について、おかゆの量がやや多いと思いますが
全部食べています。主食はおかずが固かったかな。
お肉が大きいし。

60歳 女性 朝ご飯はやや多い。朝ご飯以外はちょうどよい。
60歳 男性 ご飯がやや多かった。
60歳 男性 お粥が多い。味がない。
70歳 女性 ご飯がやや多い。
80歳〜 男性 ご飯がやや多い。
80歳〜 女性 ご飯が多い。
60歳 女性 ご飯が多い、おかずが少ない。
30歳 女性 ご飯が多い、おがずはちょうどいい。
70歳 男性 果物を多くしてほしい。
60歳 男性 お粥が少ない。

70歳 女性 主食のご飯・パンは半量で十分（私の場合は、おかず
の分量が多いので）。

60歳 女性 ご飯がやや多い。

図2　給食の分量に関する評価①（全体）

着眼 なかでも、女性で分量を多めとする評価の割合が高い。 着眼 分量を多めとする評価の割合が目立つ。

着眼 女性のなかでも、50歳以上の中高年齢層で分量を多めとする
評価が目立つ。

着眼 分量が多いのはおかずではなくご飯のようだ。
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